
尾道市立三成小学校

改善計画

7月 1月

国 78.0%

算 72.7%

国 57.8%

算 67.5%

②ドリルタイム等を活用し、
基礎的な計算練習を徹底す
る。

計算チャレンジの目標達
成した児童の割合

49.7% 82.8% B

　達成率は66.7％だった。各学年で反
復練習を行ってきたが，低学年におい
ては不十分な部分があった。また，
中・高学年では，前学年までの定着に
課題がある。
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　低学年においは，継続して素早く正
確に計算ができるように反復練習を
行っていく。中・高学年においては，
つまずきが見られる計算を必要に応じ
て復習する。

【思いやりあふれる学級り】
①教師が模範となり率先して
挨拶を行う。
①挨拶をすることの良さを児
童に繰り返し伝えていく。

①教師の見取りによる、
気持ちのよい挨拶が実行
できた児童の割合

61.3% 76.6% C

 「気持ちのよい挨拶ができている」に
対する児童の評価は、約86％と高い結
果が出ている。教師の見取りと児童の
実感との差の開きに大きな課題があ
る。
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・挨拶は表現あり、表情が伴うことから
心身一体と思います。
・教師の見取りと児童の実態との格差
は、どこから生じているのか検討する必
要があると思います。例えば、「気持ち
の良い挨拶」を具体的に提示し、評定
（A・B・C）で評価することもよいと思
います。

　気持ちのよい挨拶について、教員と
児童の共通認識を図るようにする。ま
た、挨拶の意義や気持ちのよい挨拶が
できることで生活がより良くなること
を共に考えていきたい。

【規範意識の高い学級作り】
②キラキラアンケート実施時
や日々の生活の場において、
きまりを守る良さを児童に繰
り返し伝えていく。

②児童アンケート「きま
りを守れた」の項目に肯
定的に答えた児童の割合

86.9% 108.6% A

　アンケートの結果から、きまりを守
ることの大切さを感じている児童が多
くいることはとてもうれしく思う。し
かし、教師の視点からすると、少し高
すぎると感じるところもあり、きまり
の質を高めていく必要があると感じ
る。
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・「きまりの質を高める」は、指導
者側の目標を具体的且つ明確にする
必要があると思います。「児童アン
ケート」等の工夫・改善や教職員の
意識統一が必要だと思います。

　「ノーチャイムデー」を2学期から
実施し、時計を見る習慣を身に付けさ
せていく。また、体つくり部が実施し
ている「せいけつチェック」で身だし
なみを整えさせるなど、他の部の取組
を活用していく。そして、キラキラア
ンケート（児童生活アンケート）実施
時には、これらのことを想起させなが
ら、正しい認識を持たせていくと共
に、きまりを守れていることの良さを
確認していく。

【児童の主体的活動】
①毎月１回「教室からっぽ
デー」を設定し、学級活動を
活用して外遊びの内容を考え
たり、振り返りをさせたりす
る。

①教師の見取りによる、
設定した「教室からっぽ
デー」に、外遊びをした
児童の割合

92.7% 103.0% A

各学級の学級委員等による主体的活動によ
り、みんなで外遊びをしようとする意識の
高まりが感じられる。学級によっては、毎
月１回以上「教室からっぽデー」を設定し
ている学級もある。しかし、外に出ても、
積極的に体を動かしていない児童も見られ
る。教師による声かけや学級での話し合い
（遊びの内容・ルールの工夫）が必要であ
る。
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・意識の高揚が見られることは、素
晴らしいことだと思います。今後も
学級委員等による呼びかけや、それ
に対する教師の支援をお願いしま
す。

  ２学期からも「教室からっぽデー」
の取組を継続していく。また、児童会
主導の「たてわり班遊び」を月１回以
上実施し、同学年とも異学年とも一緒
に体を動かす楽しさを味わうことがで
きるようにしていく。
　熱中症予防や感染症予防にも留意し
ながら，取組を実施していく。

【教員の指導による活動】
②運動習慣（がんばりカード
や外遊び状況をもとに）につ
いての学級指導を適宜行う。
（第４火曜日の学級朝会な
ど）

②児童アンケート「運動
が好き」と肯定的に答え
る児童の割合

87.0% 108.8% A

「運動が好き」と肯定的に答える児童の割
合が４月は86.7％で、７月は88.4％と向
上してきている。「教室からっぽデー」の
取組や体育科指導、学級での取組（がんば
りカード）などの成果が出ていると考え
る。「運動が好きではない」と答えている
児童は少なくないので，その児童に対する
対応や支援が課題である。
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・現在「運動が好きでない」と答え
た児童に対しての取組は、大変難し
いと思います。新たに「運動嫌い」
「体育嫌い」をつくりださない配慮
や、将来的に児童が運動に対する興
味・関心を持つような指導をお願い
します。

　２学期からも運動習慣（がんばり
カードや外遊び状況をもとに）につい
ての学級指導を継続する。また、２学
期の体育朝会を低・中・高学年で分か
れ、それぞれで考えた運動を実施して
いく。３学期は、大縄跳びを中心に取
り組み、大会も実施していく。

①教育内容の質の向上と内容
の精選を行い、「働き方改
革」を進め、時間と心のゆと
りを生む。計画的・実態に応
じて服務研修を行い、不祥事
防止を図る。

①教職員アンケート「自
分の職務に充実感をもっ
ている」の肯定的評価の
割合

100.0% 125.0% A

　運動会や「山・海・島体験活動」、
国際交流等、様々な行事を通して、児
童の成長や頑張りを教職員や保護者と
ともに共有し、取組を進めた成果と捉
えている。働き方改革の質をより高め
ることで、教育内容の充実を図り、児
童一人一人の成長に繋げていく。
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・「教職員アンケート」結果から、学校
経営が上手くいっていることが伺えま
す。素晴らしいです。
・素晴らしい内容であると思います。
・先生方の日々の努力を想像すると、心
身の健康が心配です。日々の努力が、数
字的でなく、児童の笑顔や成長につなが
る内容になってほしいと願います。

　勤務時間外在校時間４５時間未満の
職員を８0％を目指す。２学期以降も
引き続き、「自分の職務に充実感を
もっている」の肯定的評価の割合を１
００％と維持できるよう職場環境の見
直しを図る。

②教職員による学校たよりや
ＨＰ、コドモン等を通じて情
報発信を行い、保護者の満足
度を高める。

②保護者アンケート「安
心して子供を学校に通わ
せせている」の肯定的評
価の割合

87.8% 97.6% B

　達成度97.6％となり、即時解決に向
けた取組への評価が高い。また、「信
頼できる」「児童が楽しく通ってい
る」等、児童を通して教職員の姿を評
価していただいている。
　しかし、6.4％の未提出の保護者がい
る現状がある。
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・学校と家庭が上手くいっているこ
とが伺えます。只、アンケート未提
出家庭（6.4％）が気になります。
この数字をどのように捉えるのか、
検討が必要だと思います。
・保護者と共通した視点が持てるよ
うになるといいです。

　書面に見られない保護者の不安や思
いにできるだけ気付き、応えることが
できるように、全教職員で組織的に取
り組む体制（報・連・相）を整える。
　引き続き、即対応に取り組み、一人
一人の児童や保護者の思いに寄り添う
教育活動を行う。

　

・全学年や低学年での学力格差が将
来的（中学校）に格差拡大に繋がる
と考えられます。勿論、授業研究・
授業改善も必要ですが、個々の児童
の生活をしっかり把握しながら、学
習意欲・生活意欲を持たせて指導す
ることが大事だと思います。
・基礎学力が大事であることに同感
します。

課題を解決
し、主体的
に学ぶ児童
の育成

【学力向上部】
基礎的学力の育成

　　　　　　　　　　　　【自己評価　評価】
　　　　　　　　　　　　　Ａ：１００≦（目標達成）　　　　　　Ｂ：８０≦（ほぼ達成）＜１００
　　　　　　　　　　　　　Ｃ：６０≦（もう少し）＜８０　　　　Ｄ：（できていない）＜６０

【外部評価】　イ：自己評価は適正である。ロ：自己評価
は適正でない。　ハ：わからない。

国語・算数の単元末テス
ト85点以上の児童割合

国語・算数の単元末テス
ト80点以上の児童割合

１学期
60％

80%

80%

80%

　国語科においては，低学年では学習
した言葉の力を活用できるような場面
を多く設定する。中・高学年では，文
章の全体をとらえるために　筆者の意
図，文章の山場，要約，構成をつかま
せる
　算数科においては，問題場面をイ
メージさせるために，低学年では体験
的な活動を重視し，中・高学年におい
ては，図を用いて自分の考えを表現す
る場を設定する。

中高
学年
80
％

規範意識を
もち、自己
決定できる
児童の育成

【心つくり部】
規範意識や相手意識
の醸成

B

　低学年の国語科では，達成率は91.9％だっ
た。言葉の力を活用することや，漢字の定着
に課題がある。算数科では，85.6％で問題文
を読むことや，基礎的な計算を素早く解くこ
とに課題があった。
　中・高学年の国語科では，72.3％だった。
文章の読解において，部分的には理解できる
が，文章全体をとらえることに課題がる。算
数科では，84.3％だった。求めるための情報
の抜き出しができにくい。また，図と式と言
葉がつながらず，求める際に図を活用しきれ
ていない。また，小数や分数をイメージする
ために，簡単な数字に置き換えて考えること
ができない。
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①授業改善を推進する上で、
問題発見・解決の過程を重視
する。

低
学年
85
％

心身共に健
康な児童の
育成

【体つくり部】
運動の楽しさを実感
し、自ら進んで体を
動かそうとする児童
の育成

子供を安心
して通わせ
ることがで
きる学校作
り

【教務部・総務部】
学校と保護者との相
互理解の醸成

90%

80%

90%
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価
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k 二次評価

l コメント

学校関係者評価

b 中期経営目標 c 短期経営目標 d 目標達成のための方策 e 評価指標
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評価計画+A7:Q19

88.8%

78.3%

令 和 ６ 年 度　　学 校 評 価 表　

学校教育目標 未来に向かい　自ら学び　行動する　三成っ子の育成　　～未来を生きる力を育む～

a 　ミッション 小中連携教育を基盤とした確かな学力定着の取組の充実 a 　ビジョン 危機意識から改善意識そして未来志向　【誠実・愛情・一丸】

自己評価

様式1


